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大熱戦を制したのは豊田合成

　序盤から一進一退の攻防でゲームは進むが、6分過ぎに相手退場の隙
に池辺、東江が気合いのシュートを決め、大同特殊鋼が抜け出す。その後
も東江の速攻などでじわじわと引き離し、24分には5点のリードを奪う。しか
し、このまま引き下がれない豊田合成は、小塩のポストや速攻で2点差ま
で詰め寄り、12-14と追い上げて前半を終了する。
　後半に入っても、両チームＧＫ（豊田合成・中村、大同特殊鋼・久保） が
好セーブの応酬で会場を沸かす。豊田合成は後半4分過ぎに14-14の同点
に追いつく。しかし、大同特殊鋼は加藤のパワフルなポストなどで4連続得
点すれば、豊田合成は意地の3連続得点で拮抗した試合が続く。17分過ぎ
には豊田合成が1点リードすれば、大同特殊鋼もすぐさま取り返すなど両
者譲らず。終盤もめまぐるしく試合は動く。残り４０秒で大同特殊鋼・東江が
７ｍスローを決めれば、残り17秒には豊田合成・古屋が同点ゴールを決め
て、延長戦に突入する。 
　延長前半、豊田合成は古屋のカットインや趙、水町のミドルシュートで畳
み掛けて3連取でリードを奪う。後半に大同特殊鋼はアグレッシブなディ
フェンスからボールを奪い、吉田、小澤の連続得点で追いあげるが、豊田
合成が残り50秒を必死で守り抜き、僅差で涙を飲んだ。

豊田合成 29 28 大同特殊鋼
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